
もし、後部座席で

シートベルトを

着用しないで

事故にあったら…

2 3

時速40㎞で車

が衝突した場

合、シートベル

トを着用して

いない後部座

席の乗員には、

体重の約30倍

もの強い力がかかりますので、車外へ放り

出されて、大ケガをしてしまう危険性もあ

ります。

もし後部座席の乗員が前

席の背もたれに衝突した

場合、前席乗員はシート

ベルトをしていたにもか

かわらず、ハンドル等に

顔面を激しく打ちつけ

て、ケガをさせてしまう

危険性があります。

このような座席後部からの衝撃には、エアバックが

作動しないことがあることに注意が必要です。

車外放出の危険性2高まる致死率1 前席乗員への加害3

●シートベルト着用効果を見るための実験映像はこちら

携帯用▶

（実験映像提供：JAF）

事故の衝撃

で、自分自

身の身体が

前席のシー

トや天井、

ドア等にす

さまじい力

でたたきつけられます。後部座席シー

トベルト非着用者の致死率は、着用者

の約４倍となっています。

1

全ての座席でシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用を！

❸前席乗員への加害！
❶高まる致死率！

❷車外放出の危険性！

※動画再生にはパケット通信が発生します

※一部の携帯電話・スマートフォンでは、

　閲覧できない場合があります



後部座席

36.4%

後部座席のシートベルト着用が
義務付けられています！

後部座席のシートベルト着用率は、義務化後も、36.4%（一般道）にとどまっ

ており、前席の着用率98.1%と比べて、大幅に低い状況となっています。

※高速道路での違反については、運転者に違反点数１点が課せられます。

●シートベルト着用率＆チャイルドシート使用率

警察庁・JAF合同調査より（2017年）

チャイルドシート
（６歳未満）

66.2%

助手席

95.2%

首にかからないように

たるまないように

ねじれないように

骨盤をまくように

バックルの金具は

確実に差し込む

シートベルトは
正しく着用しましょう。

運転席

98.6%

シートベルトは、正しく着用しなければ効果がありません。

正しい方法によりきちんと着用しましょう（下図参照）。

また、妊娠中の女性も適切にシートベルトを着用する

ことで母体や胎児の安全を守ることができますので、

医師とも相談の上、正しく着用しましょう。

非着用

着　用

0.64％

0.17％

警察庁資料（2016年データ）

●シートベルト着用の有無による致死率比較

致死率は非着用の場合に
比べ約4分の１1

●シートベルト着用の有無による車外放出死傷率比較

2
車外放出の危険性は
約17分の１

●シートベルト着用の有無による前席乗員の頭部重傷率比較

3
前席乗員への加害は
約51分の１

非着用

着　用

0.34％

0.02％

警察庁資料（2016年データ）

非着用

着　用

30.8％

0.6％

(独)自動車事故対策機構実験データより

後部座席での

シートベルト

着用による

被害軽減効果は？

〒101-8335 東京都千代田区神田淡路町2-9

（業務企画部　防災・安全グループ）

TEL. 03-3255-1294　URL. http://www.sonpo.or.jp
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